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２０１８年１２月９日 

市長         

 

6 月 2 日（日）、あちこちでイベントが同時に繰り広

げられている中、ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすす

める会の定期総会と記念シンポジウムが開催された。 

 

記念シンポジウムは、「共に働く職場・地域－そこで

問われる関係と施策とは？」と題して、おなじみの埼

玉県立大学教授・朝日雅也さんのコーディネートによ

り進められた。 

 さいたま市議で車いす使用者の伝田ひろみさんか 

 

定期総会では、例年通り、事業報告は読み上げせず 

越谷の世一緒やせんげん台の就労移行「世一緒」の障

害者メンバーや一般就労している人々、さらに最近ひ

きこもりを脱して世一緒に関わり始めた人などが前

に出て、一言ずつ語った。 

 

らは、昨年暮れの「共に働く街を創るつどい」でさい

たま市の担当者から詳しく話された同市の「ステップ

アらは昨年暮れの「共に働く街を創るつどい」でさい

たま市の担当者から詳しく話された同市の「ステップ

オフィス」の現状とあわせて、2 月に同市が人材系企

業・Ｅ社と結んだ協定の問題について報告された。 

NO.64 2019.７.28 

２０１９年度定期総会 本人達の語りで 

障害者雇用―「共に働く」へ進むには 

法人設立１５年目を迎えました！ 
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雇用率達成に悩む大企業等向けに、Ｅ社が巨大なビ

ニールハウス群での養液栽培設備を「分譲」し、そこ

で雇用する障害者 3 人とシルバー1 人を単位として大

企業等に紹介し、各企業から管理料をとって農園運営

管理もＥ社が行うという仕組み。 

いわば法の網をかいくぐって急成長する障害者人

材ビジネス。採れた野菜は大企業等の従業員に分けた

り、社員食堂で使うだけだから、大企業等は障害者、

シルバーへの人件費とＥ社への高額な費用は要るが、

障害者等とつきあわないでも雇用義務が果たせる。ま

さに「共に働く」に逆行したこの仕組みに対し、同市

は「ソーシャルファーム」として位置付け、知的障害

と精神障害の手帳所持者に対し、「障害福祉部長」名で

Ｅ社の説明会の案内を郵送してしまったという。 

 伝田さんからは、さいたま市が自力通勤や介助者

なし職務遂行の欠格条項を撤廃はしたが、実際に介

助を必要とする障害者が職場に入ってくる際の対応

は考えてないことや、積極的な試みとして在宅就業

で働くときに重度訪問介護を利用できるとしたこと

などの報告がなされた。

 

 ワーカーズコープ センター事業団北関東本部エリ

アマネージャーの青柳栄子さんは、地域に必要な仕事

を、みんなが主人公になる働き方を通して創り出して

きた経緯を述べ、広島市ではそうした協同労働の取り

組みに対して市として支援する「プラットフォーム事

業」を実施していると報告した。また、国会でも協同

労働の協同組合法が制定直前に来ていると。今の社会

はお金だけ、自分だけという風潮が強まっている、そ

れを変えてゆきたい。「Workers 被災地に起つ」とい

う映画の上映会をやりたいと思っているので、ぜひ見

に来ていただきたいと呼び掛けた。 

 

 ＮＰＯ法人の理事も務める㈱ニューオタニ社長・尾

谷英一さんは、知的障害者 4 人と共に働きながら、ソ

フトボール試合や地域の祭りの出店や片付けに活躍

し、障害者たちが地域に欠かせない存在になっている

と同時に、技術水準としても他に引けを取らない仕事

をしていると胸を張る。障害者雇用促進の制度につい

ては、雇用調整金を障害者たちの読み書きの勉強会の

講師料として活用したことはあるが、ほぼ使い勝手が

悪く、一般のものづくり支援機構の助成を受けている

と語る。ソフトボールや勉強会などは従業員だけでな

く地域の他の障害者も参加しており、現在越谷市役所

で臨時職員として働くＳさんは、ソフトボールがきっ

かけで街に出るようになったという。 

 

 越谷地域公共サービスネットワーク議長の山下弘

之さんは、自治体が進めようとする障害者政策や地域

伝田さん（障害者の自立と政治参加ネットの代表も務める） 

青柳さん（日本労働者協同組合連合会で働き始めて 12 年） 

尾谷さん（ソフトボールに続き卓球バレー全国優勝をめざす） 

山下さん（13 年前まで市職員の後自治労県本部役員も務めた） 
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政策、水害対策などに協力している企業を公共サービ

スの委託や指定管理契約の際に優遇するという公契

約条例の重要性を指摘した。越谷市のリサイクルプラ

ザでは障害者が 7 人いて選別作業をしていたが、競争

入札で極端にダンピングする業者が受託して全体の

費用が４割減となり、障害者の給料が非常に少なくさ

れ、現在も復活していないという。その後同市では公

契約条例が成立したが、まだ不十分で公共サービス基

本条例を作る必要があり、ぜひ市民運動として取り組

んでほしいと述べる。 

 省庁・自治体の非常勤職員の身分がますます不安定

になっていて、昨年の雇用水増し問題に対して障害者

雇用が重点的に進められているが、そのぶん障害のな

い非常勤職員の雇止めがなされるのではないかと問

題になっている。吹田市の知的障害の臨時職員が、成

年後見を利用したら公務員の仕事を続けられなくな

るのは憲法違反だと裁判に訴えたら、雇止めにされた、

そういう問題もあるんだと知ってほしいと語る。 

 

 コメンテーターとして同席した越谷市人事課副課

長の小田哲郎さんは、昨年暮れに市の課長級の研修と

して朝日さんを招いたことや、障害者が働きやすい環

境づくりの検討のため若手職員によるワーキンググ

ループを立ち上げたこと、また臨時雇用したＳさんら

が現在は各課の依頼作業を 1ケ所に集めて働いている

が、今後は各課に出向いて働く機会を増やしたいこと、

7 月には臨時職員の増員も予定していると述べた。 

 

 同じく越谷市障害福祉課副課長の山川洋次郎さん

は、4 月に着任したばかりで、今回はいい勉強の機会

をいただいた、伝田さんの「ソーシャルファーム」の

案件がもし越谷に来ていたら自分はどうしていたか

と考えた。今日の内容を今後の業務に生かしたいと述

べた。 

 

 最後に朝日さんから、さまざまに異なる切り口から

の「共に働く」をつき合わせてゆくことでヒントが得

られるのではないかとのまとめがあり、熱い討論を終

えた。 

※  ※  ※  ※  ※  ※  ※  ※ 

２０１９総会記念シンポジウムを終えて 

 障害者雇用促進法を管轄する厚労省は、S 社のよう

な囲い込みの場を利用してさまざまな企業が雇用率

を充足する抜け道ではなく、企業の本業で雇用してほ

しいと一応は言う。 

 とはいえ厚労省自らがグローバリゼーションの流

れの中で障害者のサテライト雇用も含む「多様な働き

方」を推奨し、人材企業の後押しをし、「一億総活躍社

会」、「働き方改革」を推進してきた。そして、「多様な

働き方」が導入される過程で、ワーキングプアや過労

死が急増した。 

 「多様な働き方」がいいというのなら、福祉や医療

の対象として「働く」ことを奪われた人々が、その福

祉や医療の支援を受けながら、ワーキングプアや過労

死が蔓延する職場に参加してゆくこと、「多様な働き

方」をしている人々同士が分け隔てられている現状を

見直し、互いに出会い、一緒に働くための職場・地域

の環境整備を考えあえるようにしなくてはならない。 

※  ※  ※  ※  ※  ※  ※  ※ 

 その具体的イメージを、朝日さんがシンポジウムの

中でこう語っていた。 

 「行政窓口に行ったとき、そこに知的障害者がいた 

小田さん（昨年暮れのつどいに引き続きコメンテーターに） 

山川さん（市長メッセージの代読もしていただいた） 

朝日さん（国や自治体に関わりつつ共に働く地域に軸足を置く） 
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とすると、ちょっと時間がかかったら、もたもたして

いるとか、愛想が悪いとか言われてしまいかねない。

それを避けようとすると、隔離された場所で現場から

切り出された仕事をこなすしかないということにな

る。そうではなくて、フロントで、市民に時間がかか

っても待ってもらうとか、ちょっと愛想が悪いけど…

つきあってもらう。市民が行政サービスにどう向き合

っていくかということにも関わっているんだと感じ

た。」と。 

 かくて 2019年度がスタートしました。 
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精神科当事者はなぜ疲

れやすいのか？ 
   せんげん台「世一緒」 

 高瀬 勇 
 

昔々、抗精神病薬を飲んでいると、背中に３０

ｋｇの荷物を背負っているのに等しいという話を

聞いた。薬が強いと、過鎮静になる。酷くなると

「はい」とか「大丈夫です」としか言えなくな

る。意識がぼーっとする。日中も眠い。思考や感

情が押さえつけられ停る感じがする。何事もやる

気が起きない。力が入らない。歩行がぎごちない

等々の副作用である。荷物どころではない。がん

じがらめの鎖だ。頭や体が重いから疲れやすいの

だ。そもそも鎮静目的で多剤大量に使うことがお

かしいのだ。 

 

2つ目はコンディションがままならない場合であ

る。一番辛いのは睡眠が一定しないか、３～４時

間しか眠れないことだ。寝つきが悪かったり、夜

中目を覚ましたり、朝早く目覚めたり、悪夢を見

たり、目が覚めてもなかなか起きられなかった

り、日中眠気に襲われたり等々の睡眠障害であ

る。そのせいで集中力や注意力が落ち、疲れやす

くなる。（熟睡感があればショートスリーパーでも

いい。７～８時間眠れなければいけないというの

は強迫観念だ）。 

季節の変わり目にもコンディションを崩しやす

い。今年はことにそうだ。春らしい春が短く、夏

らしい夏がまだ来ていない（7月 10日現在）。寒暖 

差も激しい。 

 

ほかに考えられるのは、手を抜いたり休むこと

ができなくてエネルギーを１２０％も出してしま

うことだ。疲れやすいというより疲れ切ってしま

うのだ。日中はフル回転した後、家に帰ってバタ

ンキューになるか、体が悲鳴を上げて急に風邪を

ひいたりする。まじめな頑張り屋さんに多い。 

 万能感に溢れると「絶好調」気分になり、元

を取り返そうとしてエネルギーを使い果たしてし

まう。その時は 200％出しているかもしれない。一

度体験してみたい（笑）。 

 私は基本的に低空飛行がいいと思っている。６

０％だ。なぜかというと７０％を越えると必ず上

昇気流に乗ってしまい、ついにはそれが乱気流に

変わり墜落してしまうからだ。でもいつも全力疾

走している人がいる。休み方が分からないと言

う。 

 

 精神科当事者には気を遣いすぎてし

まう人がいる。人をおもんばかり察知

する能力（予知能力とも言っていい）

が優れているのだが、思い込みもあっ

て空回りすることもある。いわゆる気

働きによる疲れである。 

 これは定説ではない。あくまでも私

が出会った当事者たちからの経験知で

ある。 

 私？ぼーっと生きています（だから

チコちゃんに叱られています）。精神医

学では「注意欠如」と言うらしい。物

忘れや落し物が多いんだ（自慢してな 

いよ）。 
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●かっぽフェスタ今年もにぎわい 

  県庁内福祉の店アンテナショップかっぽ主催・かっぽフェ

スタが 5月 15，16日県庁みどりの広場で開かれ、知事をは

じめ職員・来庁者等のお客さんでにぎわいました。 

●すいごごカフェ障・老・病・死の社会史 

 

障害者を中心に多彩な人々が、毎週水曜に世一緒（第 4

はせんげん台）で、生きられた社会史を語るすいごごカ

フ。写真は倉橋綾子さん「憲兵だった父の遺したもの 

●越谷水辺の市が庁舎工事で会場調整 

●駅前チラシ配布請け負いますとＰＲ 

越谷市障がい者共同受注ネットワークのＨＰに

くらしセンターべしみが、駅前チラシ配りや障害

者講師派遣などユニークな仕事やりますとＰＲ。 

●橋本画伯「わらじ」配達の輪拡げ 

すいごご時のミニ手話講師・橋本画伯は金曜朝に介

助者と市内各地区の知人宅を訪問。月刊わらじ配達を

しながら、交友と情報交換の輪を広げています。この朝

は就労中の野口さん宅で久しぶりにおはようさん。 

●七夕フェスタに参加して来ました 

越谷水辺の市はいつもタンク☆ポップライブで元

気いっぱい。ただ 8 月から市庁舎工事のためウッド

デッキ前の車道が入れなくなるので調整中です。 

 

 

   

職場・地域ひろがりつうしん 

 

⑧ 

ほっと越谷で

開かれた七夕フ

ェタにＬｏｖｅ Ｓｈｉ

ｒａｋｏｂａｔｏプロジ

ェクトのパネルを

展示しました。プ

ロジェクトの面々

で出かけ、医療

生協の健康チェ

ックをやってきま

した。 
⑧ 
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し
て
一
年
が
た
ち
ま
す
が
と
っ
て
も
き

び
し
い
会
社
で
す
。
身
体
に
障
害
を
も
っ

て
い
る
人
や
共
に
働
い
て
い
き
が
い
が

あ
り
ま
す
。
賃
金
わ
や
す
い
で
す
が
毎
日

が
じ
ゅ
う
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
昨

年
は
父
親
と
母
親
を
な
く
し
ひ
と
り
ぽ

ち
に
な
っ
て
悲
し
い
で
す
が
前
向
き
に

進
む
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。 

今
年
の
六
月
二
十
三
で
母
の
一
周
忌

に
な
っ
て
寺
で
や
ろ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
も
お
金
が
出
て
い
く
の
で
仕
事
で
か

せ
い
だ
お
金
で
や
ろ
う
と
お
も
っ
て
い

ま
す 

  

久
保
田 

栗
子 

久
保
田
栗
子
は
平
成
十
二
年
の
五
月

一
日
に
右
大
腿
骨
腫
瘍
の
所
が
い
た
く

な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
南
越

谷
の
獨
協
病
院
で
手
じ
ゅ
つ
し
ま
し
た
。

右
大
腿
骨
腫
瘍
の
所
が
い
た
か
っ
た
か

ら
手
術
し
た
ん
で
す
。
一
回
手
術
し
た
の

に
（
泣
）
平
成
三
十
年
去
年
の
十
月
一
日

月
に
さ
い
は
つ
を
し
て
右
大
腿
骨
腫
瘍

の
又
病
気
で
腿
（
あ
し
）
が
い
た
く
な
っ

ち
ゃ
い
ま
し
た
。
二
回
目
の
手
術
は
、
平

成
三
十
年
の
十
二
月
五
日
に
南
越
谷
の

獨
協
病
院
で
手
術
し
ま
し
た
。
右
と
左
の

こ
し
か
ん
せ
つ
の
手
術
や
っ
た
こ
と
あ

り
ま
す
。
こ
か
ん
せ
つ
も
い
た
い
か
ら 

〒344-0023 埼玉県越谷市東越谷 1-1-7 須賀ビル 101 世一緒内（ハローワーク斜向かい） 

048-964-1819（fax 共） shokuba@deluxe.ocn.ne.jp  http://www5b.biglobe.ne.jp/~yellow/ 

ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会 
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私
が
中
学
生
の
時
、
さ
わ
や
か
相
談
室

を
通
し
て
あ
る
心
理
士
さ
ん
と
出
会
っ

た
。
中
学
を
卒
業
し
、
年
賀
状
の
や
り
と

り
が
社
会
人
に
な
っ
て
も
続
い
た
。
そ
ん

な
あ
る
日
、
自
ら
、
精
神
科
に
か
か
り
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
し
て
、
お
会
い
し
た

い
と
、
そ
の
心
理
士
さ
ん
と
連
絡
が
と
れ

た
。
そ
れ
で
三
年
ぐ
ら
い
経
ち
、
そ
の
心

理
士
さ
ん
は
違
う
部
門
に
な
る
の
で
私

と
接
点
が
も
て
な
い
と
、
「
障
害
者
手

帳
」
、「
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
助
言
を

最
後
に
早
く
も
五
か
ら
六
年
経
つ･

･
･

。

そ
の
心
理
士
さ
ん
と
出
会
え
て
な
か
っ

た
ら
私
は
ど
う
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
あ

れ
か
ら
、
五
年
～
六
年
経
ち
ま
す
が
、
最

後
の
助
言
を
元
に
今
も
私
は
生
き
て
い

ま
す
。
中
学
か
ら
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

ま
で
の
十
年
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ど
う
か
、
現
在
も
、
そ
の
部
署
で
も

色
々
な
相
談
な
ど
受
け
て
信
頼
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
十
年
間
の
支
え

を
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

  
 

 

新
井 

孝
治 

最
近
は
仕
事
で
大
変
な
仕
事
を
や
っ

て
い
ま
す
。
Ａ
型
に
来
未
工
房
に
働
き
だ 

世
一
緒
ス
タ
ッ
フ
日
記 

心
理
士
さ
ん
と
の
出
会
い 

た
い
が
し
み
て
、
し
み
て
べ
と
べ
と
に
な
り

ま
す
、
い
た
み
も
ひ
ど
い
の
で
花
の
て
い
れ

も
で
き
ま
せ
ん 

い
た
め
ど
め
を
の
ん
で
、

よ
い
し
ょ
に
も
い
っ
て
ま
た
が
ん
ば
っ
て

ま
す
。 

   

青
木 

繁
明 

毎
日
仕
事
場
は
、
の
ん
び
り
し
て
い
て
楽

し
い
ふ
ん
い
き
で
す
。
で
も
職
場
が
い
ろ
い

ろ
の
人
達
が
ふ
え
て
職
長
は
、
き
お
使
い
な

が
ら
仕
事
の
わ
り
ふ
を
き
め
て
い
ま
す
。
欠

員
が
出
れ
ば
、
い
い
あ
ん
ば
い
に
気
め
て
い

く
、
実
に
や
さ
し
く
、
そ
の
場
を
補
っ
て
い

き
ま
す
。
私
も
終
り
が
く
れ
ば
次
の
職
種
に

移
り
ま
す
が
、
ま
ち
が
い
な
く
ゆ
っ
く
り
と

あ
せ
ら
ず
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
の
声
が
か

か
り
ま
す
。
移
り
ま
す
が
、
出
来
な
い
む
ず

か
し
い
時
は
交
代
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
笑
い

が
出
て
き
て
ち
ょ
っ
と
き
ん
ち
ょ
う
が
ほ

く
れ
ま
す
。
男
の
人
数
が
増
え
た
の
で
、
き

ょ
う
そ
う
し
ん
が
出
て
楽
し
み
が
増
し
て

き
た
。
工
賃
も
、
月
ご
と
に
ち
が
う
の
で
、

休
ま
ず
出
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
元
気

な
う
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
人
達
と
の
交
流
を

深
め
、
ぼ
ん
や
り
、
考
え
て
い
る
暇
が
な
い
。

い
ろ
い
ろ
な
、
職
種
が
、
あ
る
よ
う
に
、
心

も
深
い
沈
ん
で
る
時
は
、
い
ろ
い
ろ
話
し
を

し
て
心
を
落
ち
つ
か
せ
て
、
一
つ
一
つ
、
か

た
ず
け
て
、
い
け
れ
ば
、
い
い
と
思
い
ま
す
。 

 

世
一
緒
で
は
、
障
害
や
病
気
そ
の
他
の
状
況
に
よ
る
働
き
づ
ら
さ
を
、
他
の
人
々
と
共
有
し
生
き
る
た
め
に
し
て
生
き
る
た
め
に
、
世
一
緒
に
関
わ

っ
て
い
る
人
た
ち
を
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
（
非
常
勤
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
支
え
を
受
け
て
、
世
一
緒
の
当
番
（
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
実
習
）
や
「
語
る
会
」、
身
近
な
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
（
花
壇
整
備
、
除
草
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
も
し
て
い
ま
す
。

元
ス
タ
ッ
フ
等
か
ら
の
近
況
報
告
も
紹
介
し
ま
す
。
な
お
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
は
せ
ん
げ
ん
台
に
就
労
移
行
支
援
事
業
所
「
世
一
緒
」
が
開
所
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
は
制
度
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
職
員
が
お
り
、
通
所
２
年
の
間
に
一
般
就
労
へ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

会
は
定
め
ら
れ
た
支
援
も
ち
ろ
ん
、
自
主
事
業
の
世
一
緒(

越
谷)

と
連
携
し
て
、
多
様
な
就
労
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
も
可
能
な
展
開
を
め
ざ
し
ま
す
。 

ひ
び
き
ま
し
た
。
平
成
三
十
年
去
年
十
二

月
月
二
十
二
日
土
に
退
院
し
ま
し
た
。
家

で
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
歩
く
練
習
し
ま
し

た
。
右
大
腿
骨
腫
瘍
の
足
は
だ
ん
だ
ん
治

り
ま
し
た
。
令
和
元
年
六
月
一
日
土
に
越

谷
斎
場
会
社
ふ
く
し
ょ
く
し
ま
す
。
平
成

三
十
年
十
一
月
九
日
金
か
ら
令
和
元
年

五
月
ま
で
越
谷
斎
場
の
会
社
休
ん
で
た

ん
で
す
。
又
右
大
腿
骨
腫
瘍
の
足
が
い
た

か
っ
た
会
社
半
年
以
上
も
休
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
今
日
世
一
緒
久
し
ぶ
り
だ

ね
。
世
一
緒
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

   

 

伊
原 

尚
子 

私
は
き
ょ
ね
ん
の
四
月
び
ょ
う
き
で

に
ゅ
う
い
ん
し
て
か
ら
、
一
年
が
た
ち
ま

し
た
。
あ
つ
さ
が 

つ
づ
い
て
い
る
け
ど

が
ん
ば
っ
て
し
ご
と
二
十
六
年
か
ん
イ

オ
ン
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ぐ
ら

し
な
の
で
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。 

   

癸
生
川 

新
一 

ア
パ
ー
ト
の
花
の
か
だ
ん
が
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん 

さ
い
き
ん
足
の
か
い

よ
う
が
、
ひ
ど
く
っ
て
う
み
が
で
て
、
ほ

う
た
い
が
し
み
て
、
し
み
て
べ
と
べ
と
に

な
り
ま
す
、
い
た
み
も
ひ
ど
い
の
で
花
の

て
い
れ
も
で
き
ま
せ
ん 
い
た
め
ど
め

を
の
ん
で
、
よ
い
し
ょ
に
も
い
っ
て
ま
た

が
ん
ば
っ
て
ま
す
。 

 

⑩ 

二
十
六
年
が
ん
ば
っ
て 

仕
事
場
は
楽
し
い
ふ
ん
い
き 

入
院
し
て
い
ま
し
た 

二
〇
一
九
年
七
月
二
八
日
発
行
（
毎
月
十
二
回 

二
と
四
と
六
と
八
の
日
） 

通
巻
四
七
九
五
号 

一
九
九
四
年
八
月
二
十
四
日
第
三
種
郵
便
承
認 

発
行
人 

埼
玉
県
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 

〒
３
３
３‐

０
８
５
１ 

川
口
市
芝
新
町
十
五
―
九 

ア
ス
テ
ー
ル
藤
野
１
Ｆ 

大
変
な
仕
事
で
す
が 

花
の
て
い
れ
が
で
き
な
い 
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